
1. p.107図 5.3の中の式：
𝑲 − 𝒌 →　 𝒌 − 𝑲

2. p.114 5行目：
𝑘̃𝑖 ≡ 𝑘𝑖

√
ℏ2/2𝑚𝑖 |𝛿𝜖 | →　 𝑘̃𝑖 ≡ 𝑘𝑖

√
ℏ2/2|𝑚𝑖 | |𝛿𝜖 |

3. p.115 13行目：
これらはそれぞれ式 (5.45)のM0 型，M3 型の van Hove特異点で 𝐶 = 0の場合
→　これらはそれぞれ式 (5.45)のM3 型，M0 型の van Hove特異点で 𝐷 (0)

𝑛 (𝜖c) = 0の場合
4. p.187 2行目：
上式に式 (8.90)を代入して　→　上式に式 (8.90)と 𝑧 = 0を代入して

5. p.205式 (9.50)：和と積分の順序が逆

1
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∫
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𝑒−𝑖𝒒 · (𝑹𝑖−𝑹 𝑗 ) → 1
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6. p.399 6行目：
𝐻 をさらに大きくなって　→　 𝐻 がさらに大きくなって

7. p.369式 (16.39)：−𝜇N の抜け
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